
学
力
向
上
と
図
書
館
教
育

本
市
の
地
震
対
策

白し
ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

地
域
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

選
挙
の
投
票
機
会
確
保

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

障
害
者
へ
の
相
談
支
援

地
区
公
民
館
で
の
住
民
票
等
交
付

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

区
長
、
嘱
託
員
へ
の
支
援

生
き
た
英
語
を
学
ぶ
取
り
組
み

木き
む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

烏
川
周
辺
緑
地
整
備

市
職
員
の
資
格
や
免
許
取
得

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

児
童
相
談
所
の
設
置

ご

み

対

策
高た

か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
崎
ア
リ
ー
ナ
と
周
辺
整
備

本
市
の
防
災
対
策

追お
い
か
わ川 

徳と
く
の
ぶ信

（
新
風
会
）

（9） （8）

質
問　

障
害
者
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
中
に

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
機
能
強

化
事
業
が
あ
る
が
、
事
業
の
内
容
と

取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　

専
門
的
職
員
の
配
置
や
相
談

支
援
事
業
者
に
対
す
る
指
導
、
助
言
、

人
材
育
成
の
支
援
、
地
域
移
行
に
向

け
た
取
り
組
み
等
で
相
談
支
援
機
能

の
強
化
を
図
る
も
の
。
今
後
、
高
崎

市
自
立
支
援
協
議
会
で
の
検
討
も
参

考
に
、
基
幹
型
セ
ン
タ
ー
設
置
の
必

要
性
や
課
題
を
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　

下
里
見
公
民
館
で
は
住
民
票

の
写
し
が
取
れ
る
が
、
他
の
公
民
館

で
も
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
窓
口
よ
り

安
く
証
明
書
が
取
得
で
き
る
た
め
、

今
後
普
及
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

質
問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
高
齢
者
な

ど
機
械
の
苦
手
な
方
も
い
る
。
公
平

性
の
観
点
か
ら
他
の
公
民
館
で
も
住

民
票
等
の
交
付
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

下
里
見
公
民
館
で
の
交
付
状

況
の
検
証
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普
及

の
促
進
、
導
入
す
る
場
合
の
必
要
経

費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
費
用

対
効
果
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
住
民
票

の
写
し
等
の
交
付
に
つ
い
て
今
後
研

究
を
行
い
た
い
。

質
問　

高
崎
駅
か
ら
ア
リ
ー
ナ
ま
で

の
歩
行
者
の
通
行
経
路
は
歩
道
も
狭

く
入
り
組
ん
で
お
り
危
険
で
あ
る
。

駅
か
ら
ア
リ
ー
ナ
ま
で
を
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
結
ぶ
考
え
は
。

答
弁　

民
間
の
再
開
発
事
業
と
合
わ

せ
た
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も

研
究
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
ア
リ

ー
ナ
は
将
来
的
に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
接
続
が
可
能
な
構
造
と
し

て
整
備
し
て
い
る
。

質
問　

浅
間
山
の
噴
火
へ
の
対
策
は
。

ま
た
、
鬼
怒
川
で
は
堤
防
の
決
壊
で

甚
大
な
被
害
が
出
た
が
、
本
市
の
無

堤
防
地
区
の
解
消
は
い
つ
ご
ろ
か
。

答
弁　

長
野
、
群
馬
両
県
、
関
係
市

町
村
及
び
防
災
関
係
機
関
で
火
山
防

災
協
議
会
を
設
置
し
、
対
応
を
共
同

で
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
や
県

が
烏
川
に
７
か
所
あ
る
無
堤
防
地
区

の
築
堤
を
進
め
て
い
る
が
、
あ
る
程

度
の
期
間
を
要
す
る
。
今
後
も
無
堤

防
地
区
の
解
消
や
河
川
整
備
の
促
進

を
国
や
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

倉
渕
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
ロ
ー

ラ
ー
滑
り
台
が
以
前
よ
り
滑
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
が
、
定
期
点
検
や
ロ

ー
ラ
ー
の
交
換
は
。

答
弁　

昨
年
の
定
期
点
検
で
は
交
換

や
危
険
と
の
判
定
は
な
か
っ
た
が
、

一
部
ロ
ー
ラ
ー
の
樹
脂
の
劣
化
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
定
期

点
検
の
際
に
不
具
合
を
再
度
調
査
し
、

対
応
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

本
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
で
は
、
学
校
図
書
館
に
直

接
関
わ
る
問
題
が
幾
つ
も
出
題
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
出
題
傾
向
を
ど
う
見

る
か
。
ま
た
、
図
書
館
の
利
用
と
学

力
向
上
の
関
連
は
。

答
弁　

学
校
図
書
館
に
関
わ
る
出
題

は
、
調
べ
学
習
を
生
か
し
た
問
題
解

決
的
な
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
集
計

で
は
、
読
書
が
好
き
な
子
ほ
ど
学
力

が
高
い
結
果
が
出
て
い
る
。

質
問　

学
力
向
上
と
図
書
館
教
育
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答
弁　

読
書
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
学
校
の
学
力
は
総
体
的
に
高

く
、
ま
た
同
時
に
い
じ
め
が
少
な
い

状
況
が
あ
る
。
読
書
は
知
的
な
刺
激

と
同
時
に
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

大
き
な
作
用
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

熊
本
地
震
で
は
建
物
の
崩
壊

が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
本
市
の
建
物

の
耐
震
化
は
。
ま
た
、
現
在
実
施
し

て
い
る
木
造
家
屋
の
緊
急
点
検
と
は
。

答
弁　

多
数
の
方
が
利
用
す
る
大
規

模
な
建
築
物
の
耐
震
化
率
は
民
間
・

市
有
合
わ
せ
82
・
６
％
、
小
・
中
学

校
の
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
で
あ
る
。

ま
た
、
住
宅
の
耐
震
化
率
は
約
76
・

６
％
、
そ
の
う
ち
木
造
住
宅
は
68
％

で
あ
る
。
今
回
の
緊
急
点
検
で
は
、

倒
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
木
造
住
宅
を

把
握
す
る
た
め
旧
耐
震
基
準
の
木
造

住
宅
を
全
戸
点
検
す
る
。

ごみステーション見守りカメラ烏川無堤防地域の築堤工事

質
問　

市
民
が
よ
り
自
由
に
外
出
す

る
手
段
と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

利
用
者
１
人
当
た
り
の
経
費

が
乗
り
合
い
バ
ス
に
比
べ
割
高
な
こ

と
、
回
送
距
離
が
長
く
非
効
率
で
あ

る
こ
と
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
も
交
通
空

白
地
帯
に
お
け
る
運
行
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

投
票
機
会
の
拡
大
と
い
う
意

味
で
期
日
前
投
票
所
を
大
学
、
高
崎

駅
、
イ
オ
ン
な
ど
へ
の
設
置
を
提
案

す
る
が
、
考
え
は
。

答
弁　

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
高
崎
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
期
日
前
投
票
所
を
新
た
に
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
。
選
挙
制
度
の
大
幅

改
正
を
踏
ま
え
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
検
証
し
、
投
票
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
投
票
機

会
の
確
保
に
配
慮
し
た
い
。

質
問　

全
国
的
に
保
育
士
不
足
や
処

質
問　

町
内
会
の
区
長
を
は
じ
め
役

員
の
な
り
手
不
足
へ
の
支
援
体
制
は
。

答
弁　

現
在
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
し
、
支
え
合
い
や
協
力
体
制

が
難
し
い
地
域
も
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
貢
献
し
た
い
が
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
わ
ず
踏
み
出
せ
な
い
な
ど
の

状
況
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
人
が
参
加
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
対
し
、
支
援
、
相
談

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

質
問　

行
政
区
を
包
括
的
に
支
援
す

る
担
当
職
員
を
設
け
、
行
政
区
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

答
弁　

町
内
会
活
動
は
地
域
住
民
が

主
体
的
に
運
営
し
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
市
が
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む
べ
き

か
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
総
務
部
企

画
調
整
課
や
各
支
所
の
地
域
振
興
課

で
個
別
に
相
談
を
受
け
、
各
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
対
応
を
で
き
る
範
囲

で
継
続
し
て
い
く
。

質
問　

英
語
教
育
に
お
い
て
は
本
物

体
験
が
大
事
で
あ
る
が
、
留
学
や
ホ

遇
改
善
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
本
市
の

保
育
士
の
配
置
状
況
な
ど
は
。

答
弁　

延
長
保
育
な
ど
の
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
保
育
士

数
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
保
育
の
実

施
に
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。
今
後
、

国
に
お
け
る
新
た
な
保
育
士
の
人
材

確
保
に
関
わ
る
施
策
を
注
視
し
、
保

育
士
の
確
保
と
そ
の
雇
用
の
安
定
に

努
め
た
い
。

ー
ム
ス
テ
イ
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

答
弁　

英
語
や
異
文
化
に
触
れ
る
機

会
と
し
て
夏
休
み
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
フ
ェ
ス
タ
や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
年
々
参
加
者
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
へ
の

関
心
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
英
語

を
使
っ
て
み
た
い
と
の
思
い
に
応
え

ら
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

中
核
市
等
で
の
児
童
相
談
所

の
設
置
を
推
進
す
る
た
め
、
児
童
福

祉
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
設
置

の
考
え
は
。
ま
た
、
子
育
て
な
ん
で

も
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
で
児
童
相
談

関
係
の
取
り
組
み
は
行
わ
れ
る
の
か
。

答
弁　

児
童
相
談
所
の
設
置
に
は
施

設
整
備
や
維
持
管
理
の
費
用
、
人
材

確
保
な
ど
課
題
も
多
い
た
め
、
今
後

国
の
支
援
策
等
を
注
視
し
た
い
。
ま

た
、
将
来
児
童
虐
待
等
に
至
ら
な
い

よ
う
子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
で

も
必
要
な
相
談
や
支
援
を
行
い
た
い
。

質
問　

ご
み
の
分
別
が
徹
底
で
き
な

い
現
状
が
あ
る
が
、
現
在
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。
ま
た
、

市
民
の
モ
ラ
ル
向
上
へ
の
方
策
は
。

答
弁　

雑
紙
の
分
別
と
生
ご
み
の
水

切
り
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
モ
ラ
ル
の
向
上
に
向
け
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見
守
り
カ
メ
ラ
の

設
置
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

高
浜
や
吉
井
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
、

１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
無
料
に
し

て
い
る
が
、
ご
み
の
減
量
に
は
、
見

直
し
を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

高
崎
市
緊
急
創
生
プ
ラ
ン
で

は
５
年
後
を
め
ど
に
新
し
い
手
だ
て

の
研
究
、
実
践
に
入
る
と
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
、
食
品
残
渣
の
資
源
化

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た

な
ル
ー
ル
づ
く
り
も
検
討
し
た
い
。

質
問　

和
田
橋
運
動
広
場
の
改
修
内

容
は
。
ま
た
、
堤
防
の
強
度
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
弁　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
花
火
大
会

等
で
疲
れ
ず
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
観
覧
席
機
能
を
持
た
せ
た
階
段
護

岸
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

護
岸
整
備
に
よ
り
、
台
風
な
ど
の
大

雨
に
対
し
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
堤
防
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

質
問　

烏
川
周
辺
緑
地
の
整
備
後
、

君
が
代
橋
か
ら
聖
石
橋
上
流
ま
で
一

体
的
な
整
備
が
完
成
す
る
が
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
の
か
。

答
弁　

烏
川
で
唯
一
の
一
大
交
流
拠

点
が
整
備
さ
れ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
、
水
辺
体
験
学
習
、

健
康
増
進
な
ど
多
目
的
な
利
用
が
可

能
と
な
る
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
来

場
者
を
迎
え
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
都
市
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

質
問　

消
防
職
員
の
大
型
免
許
の
取

得
な
ど
、
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
有

益
な
資
格
や
免
許
の
取
得
を
促
す
取

り
組
み
は
。

答
弁　

職
務
上
必
要
な
場
合
は
、
予

算
計
上
し
必
要
な
講
習
を
受
講
し
て

い
る
。
自
発
的
に
取
得
す
る
場
合
は
、

費
用
は
個
人
負
担
と
し
て
い
る
。
免

許
等
の
取
得
が
職
務
と
密
接
な
関
係

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
勤
務
時
間
中

の
講
習
受
講
を
認
め
る
な
ど
取
得
し

や
す
い
環
境
に
努
め
て
い
る
。

まめ知識●オンデマンド交通システム 「ドア・ツー・ドア」サービスを実現する新しい乗り合いタクシーなどのサービスのこと。まめ知識●子育てなんでもセンター（仮称）（P8参照）
平成29年4月に開設予定の多機能型住居内に子育てのワンストップ型支援拠点として設置される。
子育て支援や就労等支援、託児所、親子の交流の場、子連れでの休憩や授乳場所などを盛り込む。

本会議や委員会の内容を記録した会議録は、市議会ホームページ
（会議録検索）や以下の施設で、どなたでもご覧いただくことが
できます。今回の本会議については９月上旬に公開予定です。
・市民情報センター（市役所１階）
・高崎市立図書館（中央図書館、箕郷図書館、群馬図書館、新町図書館、
榛名図書館、山種記念吉井図書館）
・倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で
P9参照


